
 

 

参考資料７ 地球温暖化対策の推進に関する法律の改正について 

 

 

７－１ 地球温暖化対策の推進に関する法律の一部を改正する法律の 

概要 

 

７－２ 衆議院における「地球温暖化対策の推進に関する法律の一部を 

改正する法律案に対する附帯決議」 

 

７－３ 参議院における「地球温暖化対策の推進に関する法律の一部を 

改正する法律案に対する附帯決議」 
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地球温暖化対策の推進に関する法律の
一部を改正する法律の概要

１．温室効果ガスの種類の追加
三ふっ化窒素を温室効果ガスの種類として追加する。

２．地球温暖化対策計画の策定
国は、地球温暖化対策を推進するため、温室効果ガスの排出抑

制・吸収の目標、事業者・国民等が講ずべき措置に関する具体的事

項、目標達成のために国・地方公共団体が講ずべき施策等を内容と

する地球温暖化対策計画を策定するものとする（少なくとも３年ごと

に検討を加え、必要に応じ変更する）。

３．地球温暖化対策推進本部の所掌事務の変更等
地球温暖化対策計画の案は、地球温暖化対策推進本部において作

成することとする。

平成27年までに、長期的展望に立ち、国際的に認められた知見を

踏まえ、施行状況について検討を加え、法制上の措置その他の必要

な措置を講ずる。

改正内容

○ 現行の地球温暖化対策の推進に関する法律では、京都議定書に基
づく削減約束に対応して、京都議定書目標達成計画を策定すること
とされているが、平成24年末をもって京都議定書第一約束期間が終
了し、現行の京都議定書目標達成計画に基づく取組も平成24年度末
をもって終了する。

○ 我が国は、京都議定書第二約束期間（平成25～32年）には加わら
ないものの、国連気候変動枠組条約下のカンクン合意に基づき、平
成25年度以降も引き続き地球温暖化対策に取り組む。

○ このため、今後の地球温暖化対策の総合的かつ計画的な推進を図
るため、国による地球温暖化対策計画の策定を規定する等の所要の
措置を規定する必要がある。

改正の必要性
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地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議 

  
政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
べ
き
で
あ
る
。 

一 
国
際
的
に
認
め
ら
れ
た
知
見
を
踏
ま
え
、
産
業
革
命
以
前
と
比
べ
た
世
界
の
平
均
気
温
の
上
昇
幅
を
二
度
未
満
に

抑
え
る
に
は
世
界
に
お
け
る
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
大
幅
な
削
減
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
二
〇
五
〇
年

ま
で
に
世
界
全
体
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
少
な
く
と
も
半
減
す
る
と
の
目
標
を
全
て
の
国
と
共
有
す
る
よ

う
努
め
る
と
と
も
に
、
二
〇
五
〇
年
ま
で
に
八
○
パ
ー
セ
ン
ト
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
を
目
指
す
と
い
う
長

期
的
展
望
に
立
っ
て
積
極
的
に
地
球
温
暖
化
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
。 

二 

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
以
下
の
各
点
に
配
慮
す
る
こ
と
。 

 

１ 

地
球
温
暖
化
対
策
は
、
社
会
経
済
活
動
そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
で
き
る
限
り
抑
制
す

る
こ
と
そ
の
他
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
抑
制
等
に
関
す
る
行
動
が
新
た
な
生
活
様
式
の
確
立
等
を
通
じ
て

積
極
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
豊
か
な
国
民
生
活
及
び
産
業
の
国
際
競
争
力
が
確
保
さ
れ
た
経
済
の
持
続

的
な
成
長
を
実
現
し
つ
つ
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
削
減
し
、
並
び
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
吸
収
作
用
を
保
全

し
、
及
び
強
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
が
構
築
さ
れ
る
こ
と
を
旨
と
し
て
、
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。 

２ 

地
球
温
暖
化
対
策
は
、
地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る
こ
と
が
人
類
共
通
の
課
題
で
あ
る
こ
と
及
び
我
が
国
の
経
済

社
会
が
国
際
的
な
密
接
な
相
互
依
存
関
係
の
中
で
営
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
我
が
国
に
蓄
積
さ
れ
た
知
識
、

技
術
、
経
験
等
を
生
か
し
て
、
及
び
国
際
社
会
に
お
い
て
我
が
国
の
占
め
る
地
位
に
応
じ
て
、
国
際
的
協
調
の
下

に
積
極
的
に
推
進
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。 
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３ 

地
球
温
暖
化
対
策
は
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
に
資
す
る
技
術
の
開
発
そ
の
他
の
研
究
開
発
及
び
そ
の
成
果
の
普

及
が
重
要
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
こ
れ
ら
の
研
究
開
発
及
び
そ
の
成
果
の
普
及
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
行
わ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。 

４ 
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
に
資
す
る
産
業
の
発
展
及
び
こ
れ
に
よ
る
就

業
の
機
会
の
増
大
を
図
る
こ
と
。 

５ 

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
施
策
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
。 

６ 

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
経
済
活
動
及
び
国
民
生
活
に
及
ぼ
す
効
果
及
び
影
響
に
つ
い
て
事

業
者
及
び
国
民
の
理
解
を
得
つ
つ
、
適
切
な
財
政
運
営
に
配
慮
す
る
こ
と
。 

三 

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
準
の
強
化
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
の
普
及
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
政
策
手
段
を
活
用
し
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
を
一
層
加
速
し
て
進
め
る
と
と
も
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
飛

躍
的
な
普
及
拡
大
を
図
る
こ
と
。 

四 

地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る
国
際
的
動
向
及
び
最
新
の
科
学
的
知
見
に
照
ら
し
、
国
内
の
地
球
温
暖
化
対
策
に
関

す
る
政
府
の
方
針
及
び
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
を
不
断
に
見
直
す
こ
と
。 

五 

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
を
図
る
た
め
に
は
国
民
の
理
解
及
び
協
力
を
得
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
に
鑑

み
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
に
関
す
る
教
育
及
び
学
習
の
振
興
並
び
に
広
報
活
動
の
充
実
の
た
め
に
必
要
な
施
策
を
講

ず
る
こ
と
。
ま
た
、
地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る
政
策
形
成
に
国
民
の
意
見
を
反
映
し
、
並
び
に
政
策
形
成
過
程
の

公
正
性
及
び
透
明
性
を
確
保
す
る
た
め
、
国
民
へ
の
情
報
の
速
や
か
な
公
開
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
政
策
形
成
に
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係
る
議
論
へ
の
国
民
の
参
加
の
機
会
を
十
分
に
確
保
す
る
こ
と
。 

六 

地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る
基
本
原
則
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減
に
関
す
る
長
期
的
な
目
標
、
そ
の
達
成

の
た
め
の
基
本
的
施
策
等
を
規
定
す
る
基
本
法
制
に
つ
い
て
早
急
に
検
討
を
行
う
こ
と
。 

七 

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減
に
関
す
る
中
期
的
な
目
標
に
つ
い
て
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
最
大
限
の
導

入
及
び
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
最
大
限
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
前
提
に
、
我
が
国
の
社
会
経
済
情
勢
を
踏
ま
え
つ
つ
、
二

〇
二
〇
年
の
野
心
的
な
目
標
を
早
急
に
設
定
す
る
こ
と
。 
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地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議 

 

平
成
二
十
五
年
五
月
十
六
日 

 

参

議

院

環

境

委

員

会

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
べ
き
で
あ
る
。 

 

一
、
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約
第
十
六
回
締
約
国
会
議
の
決
定
を
踏
ま
え
、
産
業
革
命
以
前
と
比
べ
た
世
界
の
平
均
気
温
の
上

昇
幅
を
二
度
未
満
に
抑
え
る
に
は
世
界
に
お
け
る
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
の
大
幅
な
削
減
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
二

○
五
○
年
ま
で
に
世
界
全
体
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
少
な
く
と
も
半
減
す
る
と
の
目
標
を
全
て
の
国
と
共
有
す
る

よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
二
○
五
○
年
ま
で
に
八
○
パ
ー
セ
ン
ト
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
を
目
指
す
と
い
う
長
期
的

な
目
標
を
前
提
と
し
た
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
を
策
定
し
、
長
期
的
展
望
に
立
っ
て
積
極
的
に
地
球
温
暖
化
対
策
を
実
施
す

る
こ
と
。 

 

二
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
以
下
の
各
点
に
配
慮
す
る
こ
と
。 

１ 

地
球
温
暖
化
対
策
は
、
社
会
経
済
活
動
そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
で
き
る
限
り
抑
制
す
る
こ
と

そ
の
他
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
抑
制
等
に
関
す
る
行
動
が
新
た
な
生
活
様
式
の
確
立
等
を
通
じ
て
積
極
的
に
行
わ

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
豊
か
な
国
民
生
活
及
び
産
業
の
国
際
競
争
力
が
確
保
さ
れ
た
経
済
の
持
続
的
な
成
長
を
実
現
し
つ

つ
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
削
減
し
、
並
び
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
吸
収
作
用
を
保
全
し
、
及
び
強
化
す
る
こ
と
が
で

き
る
社
会
が
構
築
さ
れ
る
こ
と
を
旨
と
し
て
、
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。 

 

２ 

地
球
温
暖
化
対
策
は
、
地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る
こ
と
が
人
類
共
通
の
課
題
で
あ
る
こ
と
及
び
我
が
国
の
経
済
社
会
が

国
際
的
な
密
接
な
相
互
依
存
関
係
の
中
で
営
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
我
が
国
に
蓄
積
さ
れ
た
知
識
、
技
術
、
経
験
等

を
生
か
し
て
、
及
び
国
際
社
会
に
お
い
て
我
が
国
の
占
め
る
地
位
に
応
じ
て
、
国
際
的
協
調
の
下
に
積
極
的
に
推
進
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。 

 

３ 

地
球
温
暖
化
対
策
は
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
に
資
す
る
技
術
の
開
発
そ
の
他
の
研
究
開
発
及
び
そ
の
成
果
の
普
及
が
重

要
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
こ
れ
ら
の
研
究
開
発
及
び
そ
の
成
果
の
普
及
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
。 
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４ 

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
に
資
す
る
産
業
の
発
展
及
び
こ
れ
に
よ
る
就
業
の
機

会
の
増
大
を
図
る
こ
と
。 

 
５ 
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
施
策
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
。 

 

６ 

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
経
済
活
動
及
び
国
民
生
活
に
及
ぼ
す
効
果
及
び
影
響
に
つ
い
て
事
業
者
及

び
国
民
の
理
解
を
得
つ
つ
、
適
切
な
財
政
運
営
に
配
慮
す
る
こ
と
。 

 

三
、
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
電
力
供
給
の
安
定
確
保
の
視
点
か
ら
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
準
の
強
化
、
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
機
器
の
普
及
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
政
策
手
段
を
活
用
し
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
を
一
層
加
速
し
て
進
め
る
と
と
も
に
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
飛
躍
的
な
普
及
拡
大
を
図
る
こ
と
。 

 

四
、
地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る
国
際
的
動
向
及
び
最
新
の
科
学
的
知
見
に
照
ら
し
、
国
内
の
地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る
政

府
の
方
針
及
び
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
を
不
断
に
見
直
す
こ
と
。 

 

五
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
を
図
る
た
め
に
は
国
民
の
理
解
及
び
協
力
を
得
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
地
球

温
暖
化
の
防
止
に
関
す
る
教
育
及
び
学
習
の
振
興
並
び
に
広
報
活
動
の
充
実
の
た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
こ
と
。
ま

た
、
地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る
政
策
形
成
に
国
民
の
意
見
を
反
映
し
、
並
び
に
政
策
形
成
過
程
の
公
正
性
及
び
透
明
性
を

確
保
す
る
た
め
、
国
民
へ
の
情
報
の
速
や
か
な
公
開
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
政
策
形
成
に
係
る
議
論
へ
の
国
民
の
参
加
の

機
会
を
十
分
に
確
保
す
る
こ
と
。 

 

六
、
地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る
基
本
原
則
、
長
期
的
な
目
標
及
び
そ
の
達
成
の
た
め
の
基
本
的
施
策
等
を
規
定
す
る
基
本
法

制
に
つ
い
て
早
急
に
検
討
を
行
う
こ
と
。 

 

七
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減
に
関
す
る
中
期
的
な
目
標
に
つ
い
て
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
最
大
限
の
導
入
及
び

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
最
大
限
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
前
提
に
、
我
が
国
の
社
会
経
済
情
勢
を
踏
ま
え
つ
つ
、
二
〇
二
〇
年
の
野

心
的
な
目
標
を
早
急
に
設
定
す
る
こ
と
。 

  
 

右
決
議
す
る
。 
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